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いうことだ。⾔い換えると、⾒るにしろ、触れるにしろ、わたしたちはじぶんの⾝体にかんしてはつ       









































host in my room」「Ｈ」に直接つながっていく。ただ筆者にとって陶芸と鋳金は、土と金属という素材の違
いはあるが、ともに火という人智をこえた力が作り出す造形として、基底で通じているように見える。  
 そして第３章「提出作品」で、①「Ｆ」②「SLEEPING FOREST」③「floating in the air」④「The ghost





















































    
 
いると判断された。 
 
 
